
令和２年度

都市計画道路 焼津広幡線（越後島工区）

事業再評価

静岡県 交通基盤部 都市局 街路整備課

三島市幸原町
みしまし

都市計画道路 谷田幸原線（幸原町工区）

こうばらちょう

再評価件数：２件
焼津市八楠四丁目～焼津市越後島

やいづし やいづしやぐすよんちょうめ えちごじま

都市計画道路 焼津広幡線（越後島工区）

事業箇所位置図
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（都）焼津広幡線
（越後島工区）

L=900m

静岡県

当該箇所

（都）焼津広幡線
(仮宿工区)

４車線

道路
(県施工)
２車線

区画
(市施工)
４車線

整備済
２車線

東
名
高
速
道
路

藤枝岡部IC

焼津IC

（都）焼津広幡線（越後島工区）
L=900m

凡例
事業区間
高速道路
国道
県道
都市計画道路
（整備済区間）
水産加工業・物流・倉庫業
商業施設・宿泊施設

藤枝市 焼津市

国土地理院の電子地形図(タイル)に名称等を追記して掲載

広幡IC

← （至）国道1号
藤枝バイパス

（都）焼津広幡線 L=5,930ｍ

道路（県施工）
令和３年度４車線化予定

位置図

起
点

終
点

（都）焼津広幡線（越後島工区）
延長：900m、幅員：27.0m、車線数：4車線

■事業概要

計画延長：900m
道路幅員：27.0m
車 線 数：4車線

■標準横断図（一般部）

■計画平面図

計画期間：平成28年度～令和10年度
全体事業費：7,058百万円
現況交通量：19,519台/日
計画交通量：28,300台/日

焼津IC

← （至）国道1号
藤枝バイパス

藤枝市

焼津市

27.0m

4.5m 0.5m 3.25m×2=6.5m

3.5ｍ

4.0m 3.25m×2=6.5m 0.5m 4.5m

0.25m 0.25m

（
都

）
八

楠
３

号
線

事業概要
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交通量は約２万台と多く２車線のため、朝夕に交通渋滞が慢性化している。
交通量の増加とともに、大型車交通量も増加傾向にあり、大型車混入率は27％と国道

の平均16.9％（静岡県内）を大きく上回っている。

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

国土地理院の電子地形図(タイル)に名称等を追記して掲載

焼津IC
凡例
＜道路＞

事業区間
高速道路
国道
県道

N

出典：H22、H27全国道路・街路交通情勢調査結果

観測地点：焼津市越後島

①広幡IC方面行き

②焼津IC方面行き

大型車混入率
が高い

大型車出入り
が多い

藤枝市

焼津市

凡 例
主要渋滞箇所
主要渋滞区間

広幡IC

4,371 5,200

23%
27%

10%

20%

30%

40%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H22 H27

⼤
型
⾞
混
⼊
率(

％)

交
通
量(

台
/
⽇)

⼤型⾞ ⼩型⾞ 事業区間⼤型⾞混⼊率

18,938 19,519

大型車の増加
４ポイント増

道路状況（交通渋滞）

28件, 56%
13件, 26%

4件, 8%

2件, 4% 3件, 6%

追突

出合頭

左折時

右折時

その他
1 2

4 5 62

4 1

6
4

4
8 3

0

5

10

15

H26 H27 H28 H29 H30

事
故
件
数(

件
/
年)

交差点 交差点付近 単路

事業区間内の交通事故件数は増加傾向にあり、H26～H30の5年間で50件発生している。
交差点以外の場所でも多く発生しており、追突事故が全体の56％、出合頭事故が全体の

26％を占めている。

国土地理院の電子地形図(タイル)に名称等を追記して掲載

凡 例
車両事故発生箇所
歩行者・自転車に関わる
事故発生箇所

出典：静岡県事故分析支援システム

■発生箇所別事故件数の推移 ■事故分類の内訳（H26～H30）

交差点などの事故増加

出合頭事故

①事業所からの大型車両の
出入り状況

②交差道路からの車両の

進入状況

追突事故

藤枝市

焼津市

（都）焼津広幡線（越後島工区）

道路状況（交通事故）
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事業区間は、第1次緊急輸送路に指定されており、新東名高速道路（藤枝岡部IC）、東
名高速道路（焼津IC）と焼津市役所ならびに藤枝総合庁舎や藤枝市立総合病院、焼津
市立総合病院を結ぶ災害時の重要な路線としての機能を担っている。

出典：静岡県の緊急輸送路(R01.7)

■緊急輸送路の指定状況

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

藤枝総合庁舎

＋藤枝市立
総合病院 焼津市役所

焼津市立
総合病院

焼津IC

藤枝岡部IC

＋

第1次緊急輸送路

第1次緊急輸送路(高速道路)

第2次緊急輸送路

第3次緊急輸送路

災害拠点病院

県庁・出先機関

市役所・町役場

凡例

＋

N

道路状況（緊急輸送路）

（都）焼津広幡線
（越後島工区）

L=900m

（都）焼津広幡線
（仮宿工区）

L=720m
H26年度４車線化

道路(県施工)
L＝1,340m
令和3年度

４車線化予定

区画(市施工)
L＝940m
H7年度
４車線化

整備済(2車線)
L＝2,030m

藤枝岡部IC

焼津IC

凡 例
事業区間
高速道路
国道
県道
都市計画道路
（整備済区間）

国道1号藤枝バイパスでは平成31年4月に広幡ICから野田IC間の4車線化工事に着手し
ている。(都)焼津広幡線の整備も進捗しており、仮宿工区は平成26年度に4車線化完了
し、続く藤枝市内の道路事業は令和3年度に4車線化が完了する見込みである。

全長5,930mのうち現状で約62％、令和3年度には約84％が完成することとなり、残る本
事業区間の早期完成が望まれている。

広幡IC

[国道1号 藤枝バイパス]
広幡IC～野田IC間10.7km
4車線化工事を平成31年4月より着手

事業を巡る社会情勢の変化①
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事業区間は、平成31年4月に重要物流道路に指定されており、平常時、災害時を問わ
ず安定的な輸送を確保するための物流上重要な道路輸送網として機能することが求め
られている。

静岡空港

島田市

473

150

特定流通業務施設

工業団地藤枝市

焼津市

150
1

卸売市場

工業団地

静岡貨物駅
清水港（富士見埠頭）

清水港（日の出埠頭）

清水港（清水埠頭）

清水港（江尻埠頭）

清水港（袖師第二埠頭）

清水港（袖師第一埠頭）

清水港（興津第二埠頭）

清水港（新興津埠頭・興津第二埠頭）

静岡市

静岡県庁

1

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

※国土交通省HP 重要物流道路(H31.4)より作成

新東名高速道路

都市(地方中核都市等)

空港・港湾・鉄道貨物駅
(拠点空港、重要港湾、
コンテナ取扱駅等)
物流拠点
(トラックターミナル、工業団地等)

代替・補完路
防災拠点
(備蓄基地、総合病院等)

重要物流道路

E1A

供用中 事業中

高規格道路

直轄国道

補助国道、都道府県道、市町村道

その他の路線(緊急輸送道路)

藤枝岡部IC

広幡IC

焼津IC

重要物流道路

代替・補完路

■重要物流道路の指定状況

N

事業を巡る社会情勢の変化②

396 444 440 444 413 436 459 449 500 471

176
201

183
167

152 156 156 144 137
159

0

50

100

150

200

250

0

200

400

600

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

水
揚
数
量(

千
t)

水
揚
金
額(

億
円)

水揚金額 水揚数量

1.00 0.99

1.05

1.00

0.97
1.00

1.07

1.11

1.16

0.90

1.00

1.10

1.20

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

製
造
品
出
荷
額
の
伸
び
率

焼津漁港は平成30年の水揚金額が全国1位、水揚量が全国2位であるほか、焼津市に
おける水産加工品を含む製造品出荷額は増加傾向にある。

本事業区間は焼津漁港から全国への出荷ルート上に位置するほか、焼津IC周辺は焼
津市都市計画マスタープランにおいて、物流・生産機能の充実などにより、産業の振興
や産業を通じた観光交流を促進する地域として位置づけられている。

今後、本事業区間の4車線化が、焼津IC周辺への企業立地や製造品出荷額の更なる
増加に寄与すると考えられる。

■製造品出荷額の伸び率

■焼津漁港水揚げの推移

全国1位

16％の増加（H21比）

藤枝岡部IC

焼津漁港

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

焼津IC

食料品製造業, 

47.2%

飲料・たばこ・飼料製

造業, 18.4%

化学工

業, 

7.2%

約50％が
食料品製造業

製造品出荷額の内訳(H29)

■水揚げ品輸送ルート

産業観光交流拠点
（都市計画マスタープラン）

藤枝市

焼津市

N

事業を巡る社会情勢の変化③
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 新東名高速道路開通(H24)以降、藤枝岡部ICの利用台数は増加傾向にあるが、焼津市の観
光交流客数は横ばい傾向にあるため、広域観光などを促進する都市連携軸として本事業区
間の機能強化を図る必要性が増している。

■観光施設位置図

浜当目海水浴場

サンライフ焼津

焼津さかなセンター

焼津小泉八雲記念館

焼津市歴史民俗資料館

焼津文化会館

焼津市深層水
ミュージアム

うみえーる焼津

ディスカバリーパーク焼津

大井川文化会館

大井川港

大井川河口野鳥園

体験・学習施設
娯楽施設
交流施設

N

藤枝岡部IC

出典：静岡県観光交流の動向

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

423414398389404401392

0

100

200

300

400

500

600

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

焼津市
観光交流客数(万⼈)

6,089

6,520
6,173

6,071

6,787
7,1307,102

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

藤枝岡部IC利⽤台数(台/⽇)

出典：雑誌「高速道路と自動車」

■藤枝市 蓮華寺池公園 ■焼津市 焼津さかなセンター

出典：静岡県観光交流の動向

約17％の増加
（H24比）

焼津市は横ばい傾向

事業を巡る社会情勢の変化④

越後島工区の4車線化により焼津IC周辺の混雑度が約６割低下 (混雑度：1.44→0.53)
平均速度が向上し、事業区間の所要時間が約３割短縮 (2車線：131秒→4車線：91秒)

凡 例
事業区間
高速道路
国道
県道 国土地理院の電子地形図(タイル)に名称等を追記して掲載

藤枝岡部IC

焼津漁港

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

N

混雑度
比較区間藤枝市

焼津市

131

91

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

整備前 整備後

区
間
所
要
時
間
（
秒
）

1.44

0.53

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

整備前 整備後

混
雑
度

■ 整備による混雑度の変化

■ 事業区間の所要時間の変化

出典：整備前（平成27年度全国道路・街路交通情勢調査結果）
整備後（令和元年度将来交通量推計結果）

約６割低下

約３割短縮

道路整備効果①
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 4車線化及び付加車線(右折レーン)の設置による交差点の安全性・走行性向上
両側の自転車歩行者道設置による自転車、歩行者の安全性向上

② 整備前（現在の歩道状況）① 整備前（現況）

（都）焼津広幡線
(越後島工区)

国土地理院の電子地形図(タイル)に名称等を追記して掲載

凡例
事業区間
高速道路
国道
県道

N

整備後のイメージ（仮宿工区）

藤枝市

焼津市

２車線：右折レーンなし 歩道なし ４車線：右折レーンあり

自転車歩行者道あり

道路整備効果②

費用便益比（B/C）＝ ＝1.3

注1）総便益及び総費用の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある
注2）総費用＝建設投資額＋維持管理費－用地残存価値

走行時間
短縮便益

＋
走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

＋

総費用

総便益（B）の現在価値 84.17億円
走行時間短縮便益 79.08億円
走行経費減少便益 4.13億円
交通事故減少便益 0.96億円

総費用（C）の現在価値 60.63億円
建設投資額 61.09億円
維持管理費 0.32億円
用地残存価値 0.78億円

事業の投資効果

経済的内部収益率（EIRR）＝5.5％
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【用地面積】 52.6％（令和２年度末見込み） 凡 例（用地補償）
：取得済
：未取得

■用地補償の進捗状況

①

N

①焼津インター東側用地取得状況

②焼津インター西側用地取得状況

②

焼津IC

（都）焼津広幡線（越後島工区）
延長：900m、幅員：27.0m、車線数：4車線

事業の進捗状況（用地補償）

【事業費】38.1％（令和２年度末見込み）

凡 例（工事）
：施工中
：未着手

■工事の進捗状況

（都）焼津広幡線（越後島工区）
延長：900m、幅員：27.0m、車線数：4車線

撮影⽅向①
← 至 藤枝市

【撮影方向②】東名高速道路 東側【撮影方向①】東名高速道路 西側

東名⾼速道路東名⾼速道路

事業の進捗状況（工事）

至 名古屋

至 東京

← 至 東京

至 東京 →

至 名古屋 →

← 至 名古屋

36



年度

H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11

用地

補償

供
用
予
定

（令
和
10
年
度
末
）工事

今後のスケジュール

焼津市市街地と東名高速道路（焼津IC）、国道1号（広幡IC）とを結
び、新東名高速道路（藤枝岡部IC）へアクセスする主要な幹線道路

混雑の緩和による交通の円滑化

自転車歩行者道の設置による安全性の向上

4車線化及び付加車線の設置による交差点の安全性の向上

機能的な都市活動と安全で快適な都市生活に資する街路事業

事業を継続し早期完成を図る

対応方針（案）
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